
ユ

九
O
七

珠
坊
日
英
の
草
創
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
八
九
年
頃
一
話
時
兵
事
療
の
生
徒
総
敏
三
百
十
七
人
で
、
内
金
悌
一
際
叉
・
森
ハ
今
山
森
〉
・
坂
戸
・
原
の
筒
界
に
在
っ
て
、
一
九
谷
を
以
て
そ
の
流
刑
地
に
笛
て
た
ι

維
持
闘
騒
な
る
を
以
て
破
却
し
た
。
一
務
の
者
五
十
混
入
に
及
ん
だ
の
は
是
が
鑓
で
あ
っ
一
森
の
商
一
粁
徐
を
顕
て
、
平
坦
の
所
僅
か
に
六
六

O
一
日
品
ウ
ヂ
イ
ン
立
華
院
加
賀
務
当
第
十
二
代

リ
ュ
ウ
カ
イ
立
介
↓
ト
ミ
ザ
ヤ
リ
ュ
ウ
カ
イ
一
た
。
叉
三
年
十
一
用
金
棒
に
中
限
東
校
及
び
商
校
の
一
平
方
米
許
の
地
で
、
今
祉
地
と
な
っ
て
ゐ
る
。
も
と
一
前
岡
野
腐
の
女
次
摘
の
法
獄
。
詳
し
〈
は
・
軍
事
院
闘

笛
訟
屋
京
介
。
一
創
設
せ
ら
れ
る
や
、
之
と
同
時
に
製
校
掛
は
、
『
商
京
一
一
段
主
は
村
上
右
衛
門
と
偲
へ
る
が
、
何
人
か
明
ら
か
一
智
徹
笑
大
姉
。

日
ユ
ウ
ガ
イ
立
関
羽
咋
郡
邑
知
院
内
mm咋
正
一
等
へ
勤
皐
規
則
』
を
制
定
し
た
。
そ
れ
は
生
徒
の
感
一
で
な
い
。
天
正
十
ご
年
棒
幡
の
前
悶
秀
織
矢
子
が
、
一
リ
ュ
ウ
ゲ
ン
陸
玄

4
y
y
タ
ウ
リ
ュ
ウ
ゲ

y

院
に
臨
す
る
部
帯
。
一
隷
稿
成
熟
し
た
上
、
東
西
隔
京
に
滋
観
す
る
こ
と
を
一
斑
ぷ
仰
で
佐
々
典
左
衛
門
と
曾
職
撤
回
に
及
ん
だ
と
一
心
空
隆
玄
。

リ
ュ
ウ
カ
タ
ジ
陸
郭
寺
石
川
郡
野
々
市
に
在
一
許
し
、
滞
在
一
一
年
の
後
に
至
り
、
勤
惰
滋
逃
げ
成
績
一
前
回
創
業
記
等
に
見
え
る
。
こ
の
穏
ヶ
峰
城
を
一
に
一
リ
ュ
ウ
ケ
ン
タ
龍
賢
寺
河
北
郡
白
鳥
に
在
つ

っ
て
、
奨
宗
東
涯
に
臨
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
一
を
徴
し
、
感
資
を
補
助
す
る
こ
と
が
あ
る
と
定
め
た
一
森
城
と
も
い
ふ
が
、
浅
加
久
磁
の
遊
稜
記
に
龍
ヶ
崎
一
て
、
鍵
宗
東
振
に
鴎
す
る
。

が
、
明
治
十
一
一
年
六
周
寺
械
の
会
穏
を
許
さ
れ
た
。
一
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
久
し
か
ら
ず
牒
務
に
曾
し
一
と
森
と
の
城
祉
を
分
け
て
書
い
た
り
は
識
で
あ
る
。
一
リ
ュ
ウ
ゲ
ン
タ
龍
源
寺
石
川
郡
金
石
の
上
寺

リ
ュ
ウ
ガ
タ
セ
イ
留
愚
生
加
賀
務
が
務
質
を
一
て
、
未
だ
こ
の
規
則
の
質
行
を
見
る
こ
と
な
く
し
て
一
リ
ュ
ウ
ガ
ン
ギ
モ
ン
欝
宿
一
義
門
.
石
川
郡
臨
調
一
町
に
在
っ
て
、
曹
洞
寺
に
屈
す
る
。
寺
脱
に
、
軍
氷

以
て
留
験
生
を
液
謹
し
た
こ
と
は
、
文
久
元
年
航
海
一
止
ん
だ
。
是
よ
り
先
、
ご
年
計
A

月
牒
餓
祷
安
は
務
か
一
宗
大
束
寺
北
H

四
代
の
住
持
。
錨
棒
金
昌
寺
か
ら
治
山
一
九
年
雪
踏
の
創
立
に
係
る
と
あ
る
。

測
踏
を
研
究
す
る
鑓
、
江
戸
の
軍
艦
操
練
所
に
迭
つ
一
ら
露
凶
留
壊
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
厳
務
の
後
も
儲
か
一
し
た
。
延
貸
元
年
ご
月
九
日
寂
。
，
一
切
手
ワ
ゲ
ン
タ
抑
源
寺
羽
咋
部
酒
見
に
在
っ

た
こ
と
を
嚇
矢
と
す
る
。
こ
の
後
殴
郎
元
年
、
英
側
一
の
地
に
留
り
、
七
年
に
来
っ
て
協
調
し
た
。
一
切
ユ
ウ
グ
ウ
イ
ン
鶴
宮
院
江
泊
榔
山
代
に
在
一
て
、
環
宗
東
振
に
臆
す
る
。

接
・
の
素
養
あ
る
者
を
横
讃
に
滋
患
せ
し
め
た
事
が
あ
一
リ
ュ
ウ
ガ
バ
バ
寵
ヶ
馬
場
ハ
一
〉
北
龍
宇
馬
場

l
一
っ
た
と
い
ふ
。
笈
憩
紀
聞
に
、
大
聖
寺
務
御
用
援
の
一
リ
ュ
ウ
コ
柳
窪
↓
ウ
ノ
リ
ュ
ウ
コ
宇
野
柳

り
、
ご
年
開
様
孝
一
号
即
鵬
悶
・
問
問
秀
之
助
雄
-
を
英
一
白
山
尾
添
ロ
菅
路
か
ら
m
R
・0
、
長
坂
・
四
ヲ
塚
を
越
え
一
内
に
間
宮
院
と
都
す
る
所
が
そ
の
腹
祉
で
、
古
瓦
を
一
獄
。

京
倫
敦
に
留
民
事
せ
し
め
、
三
年
設
津
富
之
助
鶏
郷
一
る
時
は
穏
馬
場
一
名
北
龍
ヶ
馬
場
に
謹
す
る
。
そ
の
一
掘
出
す
こ
と
が
あ
る
と
記
す
る
。
一

2
ウ
コ
ウ
イ
ン
龍
光
院
富
山
滞
組
前
回
利

を
叉
英
闘
に
涙
し
た
。
次
い
で
明
治
元
年
務
の
軍
艦
一
地
高
原
を
な
し
、
穂
高
ご
五

O
O米
許
、
大
汝
岳
の
一
リ
ュ
ウ
ケ
イ
涜
刑
ハ
一
〉
加
賀
務

l
加
賀
滞
に
一
次
の
法
焼
。
詳
し
く
は
路
光
院
職
巌
良
鮮
大
居
士
。

奉
行
稿
襲
助
五
郎
の
、
私
に
敏
生
紳
戸
清
右
衛
門
、
一
一
腰
峰
を
限
前
に
望
み
得
る
。
一
於
け
る
流
刑
は
越
中
抗
ケ
山
に
濁
す
を
最
も
置
し
と
一
リ
ュ
ウ
コ
ウ
イ
ン
陸
奥
院
加
賀
滞
組
前
問
利

不
破
奥
四
郎
・
黒
川
誠
一
郎
・
馬
島
健
吉
四
人
を
率
ゐ
一

C

C南
部
ヶ
馬
場
l
白
山
御
前
岳
か
ら
別
山
に
向
か
一
し
、
能
菅
島
之
に
次
ぎ
、
能
脅
牢
島
の
鹿
島
郡
を
最
一
家
の
側
室
笠
間
氏
の
法
脱
。
詳
し
く
は
隆
興
院
香
林

て
欧
洲
に
航
し
た
こ
と
が
あ
り
、
二
年
四
周
に
は
閲
一
ふ
間
に
あ
る
方
撤
百
米
の
高
原
を
、
部
ヶ
馬
場
一
名
一
も
略
し
と
し
た
。
能
資
島
に
在
つ
て
は
、
野
崎
・
日
一
一
楚
消
大
妨
。

島
喜
太
郎
・
佐
野
鼎
・
関
禅
学
三
郎
・
青
井
保
次
郎
・
伍
一
南
鵡
ヶ
馬
場
と
い
ひ
、
地
勢
西
南
に
緩
傾
斜
し
、
椋
一
山
山
守
島
・
ご
穴
・
佐
波
・
須
骨
・
牢
浦

-m尻
・
久
木
・
図
・
一
リ
ュ
ウ
コ
ウ
ジ
龍
光
寺
鹿
島
郡
佐
味
に
在
つ

蛍
単
爾
が
務
命
に
よ
っ
て
亦
欧
洲
に
向
か
う
た
が
、
一
高
一
八
五

O
米
か
ら
ご

O
況

O
米
に
及
ぶ
。
越
前
名
一
泊
・
無
関
・
向

m・
組
母
捕
・
曲
・
南
・
八
ヶ
崎
・
鍛
同
一
長
一
て
、
提
宗
東
振
に
臨
す
る
。

喜
太
郎
以
下
三
人
は
事
故
あ
っ
て
香
港
か
ら
鴎
凶
一
蹴
考
に
、
『
穏
ヶ
馬
場
の
王
子
と
て
あ
り
。
長
崎
脚
寺
の
一
時
・
別
所
・
小
浦
・
附
の
諸
村
に
瓦
り
、
半
島
に
て
は
一
リ
ユ
ゆ
コ
ウ
シ
ユ
ウ
龍
郊
集
一
一
一
加
。
上

m耕

し
、
保
次
郎
と
卓
爾
と
は
腕
期
の
目
的
を
建
し
、
=
二
行
者
共
、
山
上
行
法
の
六
腕
の
王
子
の
そ
の
}
つ
な
一
上
湯
川
・
鵜
浦
・
コ
一
室
・
太
田
・
佐
味
・
府
中
・
後
畠
・
mm
一
著
。
天
保
・
嘉
永
年
聞
に
於
い
て
著
者
の
草
し
た
政

年
阜
商
は
外
闘
人
三
人
を
教
師
に
麗
聴
す
活
約
を
結
一
・
り
。
』
と
記
す
る
。
一
口
附
近
・
実
利
川
原
・
勝
島
・
凶
分
・
細
ロ
・
白
胞
の
諮
一
治
、
経
械
に
関
す
る
論
文
を
集
め
た
も
の
。

ん
で
蹄
っ
た
。
和
問
一
等
軍
臨
ペ
イ
・
ア
・
ス
ロ
イ
ス
、
一
日
ユ
ウ
ガ
バ
パ
龍
ヶ
馬
場
能
美
郡
今
江
に
在
一
村
を
選
ば
れ
た
。
流
刑
者
に
し
て
罪
紋
の
重
い
も
の
一
切
手
ワ
ヨ
タ
ジ
龍
園
寺
金
律
上
小
川
町
に
在

暫
魯
西
の
鎖
山
製
者
イ
・
フ
オ
y
・
デ
ル
・
デ
ツ
ケ
y
二
る
。
山
口
記
慶
長
近
年
入
用
八
日
の
僚
に
、
『
江
口
=
二
は
絡
所
に
拘
禁
す
る
が
、
臨
い
者
は
居
村
の
泡
迩
を
一
っ
て
、
静
霊
山
と
蹴
し
、
曹


